
砲
兵
団
長
　
今
村
方
策
大
佐
（
兼
務
）

山
西
野
戦
軍
第
十
総
隊
（
第
二
次
）

総
司
令
　
今
村
方
策
大
佐
、
副
司
令
　
岩
田
清
一
少
佐

参
謀
長
　
相
楽
圭
二
大
尉
、
政
治
部
　
城
野
　
宏

第
一
団
長
　
小
田
切
正
男
、
第
二
団
長
　
菊
池
修
一
大
尉

第
三
団
長
　
住
岡
儀
一
大
尉
、
第
四
団
長
　
古
屋
敦
雄
大

尉
（
後
に
増
田
直
年
大
尉
）

、
第
五
団
長
　
欠

第
六
団
長
　
布
川
直
年
少
佐

太
原
会
戦
・
閻
軍
戦
闘
序
列
（
太
原
・
■
靖
公
署
）

主
任
　
閻
錫
山
、
副
主
任
　
孫
楚

第
十
兵
団
（
第
十
九
・
第
三
三
・
第
四
三
軍
）

、
第
十
五

兵
団
（
第
三
四
・
第
六
一
軍
）

、
由
孫
副
主
任
指
揮

（
五
個
師
団
・
三
個
縦
隊
他
）

太
原
会
戦
　
共
産
軍
戦
闘
序
列

総
指
揮
　
徐
向
前

城
北
区
指
揮
部
　
彭
招
輝
（
三
個
旅
団
、
五
個
支
隊
）

城
南
区
指
揮
部
　
姚
喆
（
二
個
縦
隊
、
二
個
軍
区
）

城
東
区
指
揮
部
　
揚
徳
志
（
一
個
縦
隊
、
一
軍
区
、
四
個

支
隊
、
三
独
立
支
隊
）

城
西
区
指
揮
部
　
楊
成
武
（
二
個
縦
隊
、
一
軍
区
）

総
予
備
隊
周
士
第
（
二
個
縦
隊
、
砲
兵
一
旅
団
）

し
か
し
、
第
一
軍
と
閻
錫
山
と
の
折
衝
で
あ
っ
た
が
、
結
局
、

昭
和
二
十
一
年
二
月
末
、
太
原
方
面
で
は
軍
人
二
万
三
千
人
、

居
留
民
三
千
人
、
一
方
大
同
地
区
で
は
軍
人
二
千
人
、
居
留
民

二
千
人
、
合
計
三
万
人
の
残
留
者
が
確
定
し
た
。
し
か
し
、
三

月
か
ら
残
留
者
以
外
の
帰
国
が
始
ま
る
と
、
特
務
団
編
制
と
な

り
総
数
軍
民
一
万
六
千
人
と
な
る
。

お
国
の
た
め
に
戦
っ
た
三
年
間
　 

山
口
県
　
井
上
勝
清
　 

昭
和
十
八
年
六
月
夕
方
、
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞

い
て
い
る
と
電
報
が
届
き
、
六
月
十
三
日
西
部
第
四
部
隊
入
隊



の
通
知
（
召
集
令
状
）

。

こ
の
年
は
長
雨
で
麦
刈
り
が
で
き
ず
、
穂
か
ら
芽
が
で
る
。

六
月
十
三
日
、
営
門
を
く
ぐ
る
と
下
士
官
が
大
声
で
、

「
初
年
兵
は
五
列
に
並
べ
、
こ
こ
は
軍
隊
だ
。
何
を
グ
ズ
グ

ズ
し
て
い
る
か
！
」
私
は
三
列
目
に
並
ぶ
と
、
そ
の
中
か
ら
丈

夫
そ
う
な
の
を
前
に
だ
し
て
六
列
を
作
る
。
私
は
背
が
高
か
っ

た
の
で
前
に
出
さ
れ
た
が
痩
せ
て
い
た
の
で
三
列
目
に
戻
る

（
第
一
回
目
の
運
命
の
別
れ
目
）

。

七
月
三
日
雨
、
明
日
の
出
陣
に
備
え
午
前
中
は
身
辺
の
整
理
、

午
後
は
班
内
休
養
、
初
年
兵
も
雑
談
に
ふ
け
っ
て
い
る
と
、
ボ

ー
ン
ボ
ー
ン
ボ
ン
ボ
ン
と
空
砲
の
音
が
す
る
。
聞
け
ば
南
方
か

ら
御
英
霊
の
お
帰
り
と
い
う
。
御
英
霊
の
お
帰
り
の
時
に
は
必

ず
雨
が
降
る
。
こ
れ
を
涙
雨
と
真
江
木
古
年
兵
殿
が
教
え
て
く

れ
る
。
三
中
隊
員
か
ら
い
ず
れ
何
人
か
が
白
木
の
箱
に
錦
着
て

こ
の
屯
営
に
帰
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
も
必
ず
、
し

と
し
と
と
雨
が
静
か
に
迎
え
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
中
の

一
柱
が
私
か
も
、
と
自
己
嫌
悪
に
落
ち
入
り
な
が
ら
ウ
ト
ウ
ト

し
て
い
る
と
、
二
中
隊
の
奥
田
兵
長
殿
よ
り
呼
び
出
し
が
あ
り
、

徒
手
帯
剣
で
裏
門
か
ら
外
出
す
る
。

練
兵
場
の
は
ず
れ
の
農
家
で
父
母
に
会
う
。
明
日
の
出
陣
を

知
り
見
送
り
に
き
た
と
い
う
。
こ
れ
が
生
前
の
別
れ
か
と
思
う

と
、
先
程
の
涙
雨
と
白
木
の
箱
が
脳
裏
を
交
錯
す
る
。

中
支
派
遣
第
十
三
軍

第
六
十
四
師
団
　
師
団
長
　
中
将
　
船
引
正
之

第
七
十
旅
団
　
　
旅
団
長
　
少
将
　
岡
村
勝
美

第
一
三
三
大
隊
　
大
隊
長
　
大
佐
　
白
浜
藤
三

第
三
中
隊
　
　
中
隊
長
　
中
尉
　
重
村
隊
へ
編
入

（
開
一
三
三
＝
重
村
隊
）

七
月
四
日
　
晴
天
。
午
前
一
時
起
床
、
朝
食
を
済
ま
せ
背
嚢

を
背
に
命
令
を
待
つ
。
外
は
真
っ
暗
な
中
で
出
陣
式
を
済
ま
せ
、

暗
闇
の
中
を
営
門
を
出
る
と
、
道
の
両
側
に
大
勢
の
見
送
り
が

い
る
様
子
。
私
は
左
手
を
振
り
な
が
ら
右
手
に
銃
を
担
い
、
四

列
縦
隊
の
左
側
を
行
進
す
る
。

野
田
神
社
を
過
ぎ
る
こ
ろ
、
母
に
出
会
う
。
瞬
間
的
に
母
は

左
腕
に
し
が
み
つ
く
も
隊
の
行
進
の
歩
調
と
母
の
歩
幅
が
合
わ

な
い
の
で
腕
組
み
し
な
が
ら
母
を
引
き
ず
る
。
古
兵
殿
に
対
す

る
気
兼
ね
で
手
を
離
し
て
く
れ
と
い
い
、
母
も
何
か
喋
っ
て
い

る
よ
う
だ
が
、
見
送
り
の
ざ
わ
め
き
と
軍
靴
の
音
に
消
さ
れ
て



聞
き
取
れ
な
い
。
母
の
温
も
り
を
感
じ
な
が
ら
五
十
メ
ー
ト
ル

ば
か
り
引
き
ず
る
。
山
口
駅
に
着
い
た
頃
に
は
夜
も
明
け
て
、

七
月
の
朝
日
が
ま
ぶ
し
い
。

朝
鮮
・
満
州
・
北
支
を
貨
車
に
揺
ら
れ
て
、
七
月
十
三
日
江

蘇
省
金
壇
に
着
く
。
早
朝
、
丹
陽
を
行
軍
で
出
発
。
途
中
の
炎

天
で
顎
を
出
し
、

疲
労
困
憊
し
て
い
る
の
に
歩
■
に
出
さ
れ
る
。

月
夜
で
時
計
の
針
が
見
え
る
が
一
時
間
の
長
い
こ
と
、
立
■
、

仮
眠
、
控
え
と
三
時
間
単
位
で
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
眠
れ
な
い

の
で
頭
は
ボ
ー
ッ
と
す
る
。

十
一
月
二
十
五
日
、
第
六
十
四
師
団
通
信
隊
へ
無
線
を
習
い

に
行
く
。
第
二
回
目
の
運
命
の
別
れ
目
で
あ
る
。
途
中
、
鎮
江

か
ら
揚
子
江
を
渡
り
ク
リ
ー
ク
を
ポ
ン
ポ
ン
船
に
乗
っ
て
揚
州

に
着
く
。
寸
前
、
薄
暗
く
な
っ
た
と
き
、
夕
食
を
と
っ
た
が
隣

に
い
た
兵
隊
が
「
あ
あ
、
満
腹
だ
」
と
両
手
を
上
げ
「
い
つ
死

ん
で
も
い
い
」
と
い
い
な
が
ら
通
路
に
降
り
た
瞬
間
、
滑
っ
て

ク
リ
ー
ク
に
落
ち
た
。
第
五
十
四
か
五
十
三
大
隊
の
兵
隊
と
の

こ
と
、
運
命
と
は
か
く
あ
る
も
の
か
、
か
わ
い
そ
う
の
一
語
に

つ
き
る
。

揚
州
に
は
、
三
月
二
十
五
日
ま
で
い
た
が
（
教
官
・
高
田
少

尉
）

、
城
外
の
五
停
橋
等
の
教
育
は
楽
し
か
っ
た
。
師
団
通
信

隊
長
は
四
国
の
人
で
香
西
大
尉
。

鎮
江
の
第
七
十
旅
団
通
信
隊
で
補
習
教
育
を
受
け
、
五
月
十

四
日
無
線
通
信
手
と
し
て
一
号
作
戦
に
参
加
。
鎮
江
よ
り
馬
を

乗
せ
た
貨
車
で
南
京
経
由
、
揚
子
江
を
渡
り
徐
州
、
開
封
、
■

州
を
経
て
新
■
で
下
車
。
さ
ら
に
漢
口
を
目
指
し
て
出
発
、
途

中
発
熱
、
心
臓
脚
気
に
て
入
院
す
る
。
退
院
後
は
鎮
江
の
留
守

部
隊
へ
復
帰
す
る
。
こ
の
年
は
猛
暑
で
寝
て
い
て
も
汗
が
耳
に

入
り
、
水
上
で
寝
た
よ
う
な
気
持
ち
が
し
た
。

昭
和
十
九
年
八
月
二
十
五
日
、
鎮
江
出
発
、
馬
を
船
に
乗
せ

揚
子
江
を
■
上
し
、
石
灰
■
で
下
船
、
人
馬
共
に
武
昌
ま
で
行

軍
、
十
月
一
日
、
武
昌
着
、
玄
武
寧
で
梱
包
監
視
を
し
な
が
ら
、

毎
日
命
令
受
領
で
町
に
で
る
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

三
月
五
日
、
雪
の
降
る
中
、
武
昌
駅
を
出
発
、
岳
陽
で
軽
便

鉄
道
に
乗
り
換
え
、
塩
を
積
ん
で
長
沙
へ
行
く
。
途
中
Ｐ51

の

空
襲
を
受
け
ガ
ソ
リ
ン
の
ド
ラ
ム
缶
が
爆
発
し
て
塩
は
黒
焦
げ
。

岳
麓
の
旅
団
通
信
隊
で
三
月
二
十
日
ま
で
勤
務
し
、
独
立
混
成

第
八
十
七
旅
団
独
立
歩
兵
第
五
一
八
大
隊
（
震
動
部
隊
）
通
信



隊
へ
転
属
。

雪
の
中
長
沙
を
出
発
。
制
空
権
は
す
で
に
ア
メ
リ
カ
に
あ
り
、

夜
行
軍
し
か
で
き
な
い
。
五
十
分
歩
い
て
十
分
の
休
憩
を
す
る

が
、
休
憩
と
同
時
に
背
嚢
を
枕
に
グ
ッ
ス
リ
と
眠
る
。
出
発
準

備
の
声
を
夢
う
つ
つ
に
聞
い
て
歩
き
出
す
。
歩
き
出
し
て
十
分

ば
か
り
頭
が
割
れ
る
よ
う
に
痛
い
が
、
そ
れ
と
同
時
に
歩
き
な

が
ら
眠
っ
て
前
の
人
の
鉄
帽
に
頭
を
ぶ
っ
つ
け
て
目
が
覚
め
る
。

湘
潭
、
衡
山
、
衡
陽
を
経
て
、
四
月
十
七
日
柳
県
に
着
く
。

こ
の
辺
は
山
が
沢
山
あ
り
、
松
の
木
が
茂
り
生
水
を
の
ん
で
も

大
丈
夫
、「
ま
る
で
故
郷
に
そ
っ
く
り
だ
」
と
歌
が
で
き
て
い

た
。
部
隊
長
は
松
高
大
尉
（
島
根
県
浜
田
市
）
で
、
訓
示
は

「
お
前
た
ち
の
命
は
私
に
く
れ
、
お
前
た
ち
の
戦
友
（
戦
死
者

の
遺
骨
）
は
大
東
亜
戦
争
に
勝
た
な
い
と
帰
ら
れ
ん
の
だ
」
と
。

こ
の
訓
示
を
聞
き
な
が
ら
も
、
こ
ん
な
所
で
死
ね
る
か
と
我
が

身
に
言
い
聞
か
せ
る
。（
大
隊
通
信
隊
長
・
藤
本
中
尉
）

第
三
回
目
の
運
命
の
別
れ
目
か
、
人
事
係
の
川
田
曹
長
殿
か

ら
漢
口
の
通
信
教
育
隊
へ
通
信
工
手
専
習
員
と
し
て
分
遣
を
命

ぜ
ら
れ
る
。

四
月
二
十
日
、
柳
県
を
出
発
、
民
船
に
て
湘
江
・
洞
庭
湖
を

下
り
岳
州
か
ら
汽
車
で
武
昌
に
着
き
、
漢
口
の
通
信
教
育
隊

（
第
一
中
学
の
校
舎
）
で
八
月
十
五
日
の
終
戦
を
迎
え
る
。

負
け
た
の
に
心
中
、
喜
び
を
隠
し
切
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な

ら
、
初
年
兵
も
七
年
兵
も
全
員
が
日
本
へ
復
員
で
き
る
か
ら
。

漢
口
の
市
内
に
出
て
単
独
宿
舎
に
行
く
途
中
、
市
民
は
支
那

が
勝
っ
た
こ
と
を
知
り
、
戦
勝
ム
ー
ド
が
漂
う
。
や
が
て
腰
に

鈴
を
着
け
て
号
外
、
号
外
と
町
の
隅
々
に
「
日
本
天
皇
米
英
支

蘇
順
」
と
朱
で
書
い
た
紙
切
れ
を
貼
る
。
こ
れ
を
見
た
市
民
は

飛
び
上
が
っ
て
喜
ぶ
。
支
那
人
は
喜
怒
哀
楽
を
身
を
も
っ
て
表

わ
す
。
中
の
一
人
は
私
に
近
寄
り
「
シ
ー
サ
ン
、
プ
シ
ン
デ

ー
」
と
同
情
の
言
葉
を
く
れ
る
。

九
月
の
初
め
漢
水
の
陸
軍
病
院
の
警
備
に
行
く
。
近
く
に
飛

行
場
が
あ
り
、
連
日
、
米
輸
送
機
か
ら
■
介
石
直
系
の
軍
隊
が

漢
口
の
町
へ
駐
屯
す
る
。

九
月
中
旬
、
再
び
漢
口
に
帰
り
、
武
装
解
除
さ
れ
る
。
日
本

は
本
当
に
負
け
た
の
だ
と
自
覚
す
る
。
弱
兵
部
隊
（
隊
長
・
岩

崎
中
尉
）
百
人
が
揚
子
江
を
船
で
下
り
揚
子
に
上
陸
し
た
。

九
月
二
十
六
日
、

教
育
隊
に
い
た
数
名
が
揚
子
に
行
き
合
隊
。



中
国
は
二
食
で
、
捕
虜
で
あ
る
我
々
も
二
食
、
一
食
分
掛
盒
一

杯
の
お
粥
で
、
四
十
歳
前
後
の
召
集
兵
は
栄
養
失
調
で
痩
せ
て

い
く
。
十
一
月
二
十
日
、
揚
子
か
ら
漢
口
に
行
き
、
揚
子
江
に
浮
か

ぶ
鉄
製
の
艀
の
中
で
寝
る
。
鉄
板
一
枚
下
は
水
、
チ
ョ
ロ
チ
ョ

ロ
と
水
の
流
れ
る
音
を
耳
に
す
る
と
鎮
江
の
夏
を
想
い
出
す
。

武
昌
に
渡
り
武
漢
大
学
の
黄
色
い
屋
根
を
左
に
見
な
が
ら
一
路
、

黄
岡
へ
。
行
軍
途
中
、
支
那
の
子
ど
も
に
眼
鏡
や
腕
時
計
を
掠

奪
さ
れ
る
。

黄
岡
に
着
い
た
の
が
十
一
月
二
十
八
日
、
分
隊
再
編
し
て
、

点
々
と
し
た
農
家
の
土
間
に
藁
を
敷
き
、
そ
の
上
に
筵
を
敷
い

て
寝
た
が
、
体
温
で
藁
の
下
の
土
が
暖
ま
る
ま
で
寝
付
け
ぬ
。

ま
た
床
が
暖
か
く
な
る
と
虱
が
活
動
し
始
め
て
痒
い
が
い
つ
し

か
眠
る
。

夢
の
中
で
美
味
し
い
饅
頭
を
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
た
と
こ
ろ
で

目
が
覚
め
る
。
捕
虜
に
な
っ
て
も
別
に
仕
事
は
な
く
、
朝
暗
い

内
に
朝
食
を
と
り
（
空
腹
で
夜
が
明
け
る
ま
で
寝
て
お
れ
ぬ
）

、

元
気
な
兵
隊
は
農
家
の
手
伝
い
を
し
て
昼
食
と
タ
バ
コ
を
貰
う
。

夕
食
は
四
時
ご
ろ
で
昼
食
な
し
。
分
隊
は
三
島
伍
長
以
下
九
名

で
教
育
隊
に
い
た
の
は
三
島
伍
長
と
私
の
二
人
で
外
は
弱
兵
部

隊
。
本
部
（
部
隊
長
中
村
雁
次
郎
大
尉
）
ま
で
三
キ
ロ
あ
る
が

毎
日
命
令
受
領
に
行
く
外
は
暇
な
の
で
戦
友
と
の
話
は
空
腹
を

忘
れ
た
い
の
か
、
話
題
は
い
つ
も
食
べ
物
で
、
ど
こ
の
ぜ
ん
ざ

い
が
う
ま
か
っ
た
と
か
、
う
ま
か
っ
た
話
で
日
が
明
け
暮
れ
て

い
く
。
そ
の
う
ち
年
を
と
っ
た
兵
隊
は
栄
養
失
調
に
な
り
、
体

力
が
衰
え
る
か
ら
、
虱
の
媒
介
で
発
疹
チ
フ
ス
に
か
か
り
、
妻

子
を
も
つ
一
等
兵
殿
が
次
々
と
病
死
す
る
。
揚
子
の
宿
舎
で
同

じ
分
隊
に
い
た
、
前
田
、
牛
島
の
両
人
も
亡
く
な
っ
た
。

死
を
予
言
す
る
の
か
二
、
三
日
前
に
死
相
が
出
る
。
息
を
引

き
取
る
時
に
「
お
か
ー
ち
ゃ
ん
」
と
虫
の
声
で
一
言
叫
ぶ
。
肉

親
へ
の
別
れ
の
言
葉
で
あ
る
。
独
身
の
私
（
二
十
四
歳
）
は
、

は
じ
め
の
内
は
最
愛
な
る
妻
へ
の
別
れ
の
言
葉
と
理
解
し
て
い

た
が
、
大
き
な
間
違
い
で
、
女
房
、
子
供
を
も
つ
四
十
男
の
最

後
の
一
言
は
自
分
を
産
ん
で
く
れ
た
実
母
へ
の
別
れ
の
挨
拶
が

「
お
か
ー
ち
ゃ
ん
」
で
あ
る
こ
と
を
知
る
。

戦
後
五
十
年
、
そ
の
間
父
母
を
亡
く
し
、
孫
を
も
つ
身
と
な

っ
て
母
子
の
つ
な
が
り
が
い
か
に
深
く
尊
い
も
の
で
あ
る
か
を



知
る
と
と
も
に
、
母
に
何
も
し
て
や
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
い

て
い
る
私
で
あ
る
。

最
後
に
戦
死
、
戦
病
死
さ
れ
た
戦
友
の
ご
冥
福
と
遺
家
族
の

方
々
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま
す
。

（
参

考
）

早
足
の
歩
幅
は
七
十
五
セ
ン
チ
、
一
分
間
に
百
十
四
歩

運
命
の
別
れ
目

そ
の
一
、
一
列
は
歩
兵
砲
と
重
機
関
銃
中
隊
要
員
。

そ
の
二
、
中
隊
に
い
た
ら
戦
死
し
た
か
も
。

そ
の
三
、
■
介
石
直
系
の
兵
隊
は
強
く
、
進
軍
ラ
ッ
パ
を
吹

い
て
夜
襲
し
て
く
る
。
通
信
隊
員
も
数
名
戦
死
す
る
。

私
の
追
録
　
入
隊
よ
り
復
員
ま
で
　 

岐
阜
県
　
小
池
隆
重
　 

昭
和
十
八
年
十
二
月
四
日
、
早
朝
、
丸
小
根
神
社
に
て
武
運

長
久
の
祈
願
、
小
池
隆
重
、
杉
山
竹
男
と
二
人
、
北
恵
那
鉄
道

苗
木
駅
よ
り
入
営
の
た
め
出
発
。

七
人
、
小
池
隆
重
、
小
池
光
男
、
大
山
久
、
桜
木
鍵
三
、
早

川
清
、
林
正
美
、
杉
山
竹
男
。
挨
拶
代
表
小
池
隆
重
。

同
年
十
二
月
五
日
、
中
部
第
四
部
隊
（
第
六
十
八
連
隊
）
へ

六
名
、
中
部
十
三
部
隊
へ
一
名
（
杉
山
）

。

―
昭
和
十
八
年
十
二
月
五
日
―

中
部
第
四
部
隊
七
中
隊
入
隊
。

同
年
十
二
月
中
旬
、
原
隊
出
発
、
下
関
よ
り
関
釜
連
絡
船
に

て
釜
山
へ
。
そ
の
夜
は
釜
山
公
会
堂
に
て
仮
眠
。
次
の
日
汽
車

に
て
朝
鮮
を
縦
断
し
て
、
満
州
を
経
て
北
支
へ
。
新
浦
線
に
て
、

南
京
の
対
岸
の
浦
口
へ
（
こ
の
日
は
十
二
月
二
十
七
日
こ
ろ
と

思
う
）

。

輸
送
船
を
待
っ
た
が
来
な
い
。
二
隻
の
輸
送
船
に
六
連
隊
、

輜
重
、
野
砲
そ
の
他
を
乗
せ
て
出
発
し
て
行
っ
た
。

同
年
十
二
月
二
十
七
日
、
船
が
来
な
い
、
寒
い
、
先
に
乗
っ

た
者
が
羨
ま
し
い
。
南
京
の
兵
站
に
て
仮
眠
す
る
。

同
年
十
二
月
二
十
八
日
、
南
京
の
港
ま
で
行
く
も
兵
站
ま
で

引
き
返
す
（
十
二
月
二
十
八
、
二
十
九
日
ご
ろ
安
慶
と
九
江
と

の
間
で
三
師
団
の
十
八
年
兵
が
乗
っ
た
輸
送
船
が
爆
沈
さ
れ
た

と
の
■
が
広
ま
っ
た
）

。




